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85社会・労働関係文献月録 

月例研究会 

所　報　2012年４月 

　特集にあたって 

　児童労働撤廃に向けての国際政策と国際運動 

　近代日本の児童労働 

　子どもと戦争 

　　――日系オランダ人の口述史 
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Special Issue: Poverty and Labor in Childhood: History, Theory, 
　and Policy Implications (1)
    About Issue
　The International Policy and Global Monement against Child Labour
 

　Child Labor in Modern Japan
　Children of War：An Oral History of Indish-Japanese

Article
　Joint Struggle of the Social Democratic Party of Japan and the 
　　Japanese Communist Party in the Late 1940s

Review
　Erin Hatton, The Temp Economy

Bibliography of Publication on Labour and Social Issues

Monthly Research Meeting
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横関　至 53

■論　文 

　1940年代後半における社会党と共産党の共闘 

【特集】子どもの貧困と労働（1） 

関口定一 69

■読書ノート 

 『テンプ・エコノミー』（エリン・ハットン著） 
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　　　 安全な道路輸送への道のり 
◆巻頭言＜俯瞰＞求められる事業用自動車安全対策の 
確実な推進　野尻俊明　◆安全な輸送のための問題の 
ありかと改善方向――労働科学研究の課題を視野にい 
れて　川村雅則　◆過労運転における睡眠の問題　高 
橋正也　◆規制緩和の是正と新たなルールの構築　鎌 
田佳伸　◆より安全な車両の開発　杉浦秀明　◆健康 
管理と睡眠品質の向上による交通事故リスク軽減の取 
り組み　仙波　修　◆職業ドライバーという働き方― 
―運転席からの運転労働論　長野潤一 
 
◆職業ドライバーの安全と健康・５　血圧管理と運転 
　中の意識消失…………………………………作本貞子 
◆健康影響予測評価（HIA）と企業における活用・９ 
 【活用事例】工場閉鎖に伴う生産移管に対するHIA
　……………………………………………加藤梨佳・他 
◆産業安全保健エキスパート見る・活動・20　三菱 
　電機株式会社…………………………………吉田浩二 
◆産業安全保健エキスパート職場の実践・10　京セ 
　ラ株式会社滋賀蒲生工場　従業員がいつでも使える 
　AED講習………………………………………江口　尚 
◆研究室とつないで・19　千葉工業大学工学部デザ 
　イン科学科……………………………………三澤哲夫 
◆Talk to talk　意識せずとも…………………肝付邦憲 

【特集】 

特集　日本人の休暇 

和田　肇 
 

三谷直紀 
野田　進 
黒田祥子 
鈴木宏昌 
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提言 
 
論文 
 
 
 
 
 
研究ノート（投稿） 
 
 
 
書評 
 
 
 
論文 Today 
 
フィールド・アイ 

休暇を取ることは義務である 
 
余暇と労働時間の長期的推移に関する経済理論と実際 
「休暇」概念の法的意義と休暇政策―「休暇として」休むということ 
日本人の余暇時間―長期的な視点から 
フランスのバカンスと年次有給休暇 
年休を取り残す理由が年休取得率に与える影響 
 
高度経済成長期における日本生産性本部の活動―相互信頼的労使関係の形成への影響 
 
 
 
高橋賢司著『解雇の研究―規制緩和と解雇法理の批判的考察』 
神吉知郁子著『最低賃金と最低生活保障の法規制―日英仏の比較法的研究』 
米澤旦著『労働統合型社会的企業の可能性―障害者就労における社会的包摂へのアプローチ』 
 
「労働者のプライバシーと企業」 
 
労使交渉とテールゲート・パーティー 




